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問 下の分析結果は牛肉の 1世帯あたりの年間平均購入量のデータ (これを Yとする)を、牛肉の相対価格のデータ
(これを Xとする)と国民 1人あたりの所得水準のデータ (これをWとする)とに対して回帰する Y = a+ bX + cW

という回帰分析を Excelでおこなった結果である。(X値 1が X, X値 2がWをあらわす)

1. { } 内の選択肢のいずれかをえらび、文章を完成させよ。
この分析の結果を見ると、牛肉の相対価格、所得水準と購入量との関係を考えると、相対価格が上がるとき、

購入量は {(a) 増加し (b) 減少し }、所得水準が上がると、購入量は {(a) 増加する (b) 減少する }。

2.このモデルは説明変数を相対価格 (X)のみとするモデルに比べて、あてはまりがよくなったといえるであろう
か。根拠となる数値を挙げて説明せよ。(説明変数を相対価格 (X)のみとするモデルの分析結果は、第 27回の
練習問題にある。)


